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つくば青年会議所は、地域を明るく豊かな社会にするための運動を展開している中

で昨今の感染症拡大などの非常時にあっても、それを言い訳とせずに事業継続を可能

とする強固な組織運営を心掛けることが求められています。また、情報過多な現代社会

において、数ある発信媒体を対象者に応じて効果的に活用していかなければなりませ

ん。時代に合わせて、より多くの地域の方々へ情報発信を行っていくことが必要です。  

まずは、地域の方々や会員候補の方々につくば青年会議所がどういう組織なのかを

適切に理解してもらうためにＨＰの更新と管理を行なっていきます。次に、対内に向け

て活動報告を詳細に発信するために広報誌を発刊します。また、つくば青年会議所の活

動に対して、地域の方々により関心を抱いていただくよう、各運動の背景や目的をＳＮ

Ｓを効果的に活用しながら積極的に発信していきます。各種大会については、メンバー

がただ漫然と参加するだけではなく、出向メンバーを支援したいという意識にさせる

ためにも、メンバー全員が大会の趣旨に対する造詣を深めることで、各種大会への参加

意識を向上させていきます。さらに、ＪＣ運動の 1 年間を思い返し、特に活動的に貢献

されたメンバーを盛大に称え、表彰する褒賞事業を実施します。最後に、卒業生へ感謝

の気持ちを伝える事業については、今まで活躍してきた卒業生へ、メンバーが一丸とな

って卒業式を行うことで、卒業生がＪＣ活動にかけきた想いを次世代メンバーに伝え、

組織力を向上させる場を創出します。  

つくば青年会議所の活動を地域の方々へ発信し続けることで、社会により良い影響

を与える組織の存在意義を確立します。社会貢献活動が実現し、共感の積み重ねから信

頼が醸成されることが、つくばの街の明るい豊かな社会の実現につながるのです。  

 

１. 組織の活動への関心が高まる広報誌の作成・発刊・管理  

２. ＪＣＩつくばの事業の魅力を統括して発信する広報の推進・管理・検証  

３. 各種メディア対応  

４. 諸会議、各種大会への参加促進  

５. 褒賞に関する事業の企画・実施  

６. 卒業生へ感謝の気持ちを伝える事業の企画・実施  
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